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（議題） 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

（１）実態調査の速報報告について 

（２）計画骨子（案）について 

４ 事務連絡 

（１）次回開催について 

５ 閉会 

 



（決定事項など） 

 

（１） 実態調査の速報報告について 

事務局が説明し、次のとおり意見が交わされた。 

〇アンケートのＷeb回答は困難でなかったか。 

→実施前に市の職員でも試したが、スマートフォンからも回答しやすく、

負担が少ないと判断し、Ｗeb調査の実施に至った。 

〇アンケート調査について、電話等で問い合わせはあったのか。 

→回答方法や、回答の記載場所、なぜ自分にアンケートが届いたのかとい

う質問から、アンケートに記載されている市の福祉施策についての詳細な

質問もあった。 

 

（２） 計画骨子（案）について 

事務局が説明し、次のとおり意見が交わされた。 

〇計画策定に関して、市役所内で会議等は行っているのか。 

→審議会前に、関係課が集まり、庁内検討会を実施している。 

〇現状、相談等はどのように対応しているのか。 

→相談を受けたら、丁寧に傾聴することから始めている。市役所への来庁

が難しい方がいれば、自宅等へ伺う体制を取り、警察、消防との連携や

休日、夜間の対応も増加している。基本的にどんな相談内容でも、断ら

ず対応するか、支援機関へ繋げている。 

令和４年度の相談実績は、1,313件であった。 

〇地域福祉計画は、現場でどのように影響をするのか。 

→重層的支援体制整備事業と成年後見の利用促進計画も併せて作成するた

め、これまで現場で行ってきた支援や体制づくりが計画的に進められる

ようになると考える。 

〇基本目標１にある住民参加はどのようなイメージか。 

→担い手の発掘・育成、福祉教育、活動や行事に参加できる場づくりの３

つが一体的に機能している状態を住民参加のイメージとしている。実際

に地域で活動している方から、活動者自身の高齢化や活動者数の減少の

声を伺っているため、新たな担い手の発掘・育成を重点取組の一つとし

て推進する。 

〇相談支援とは具体的に何をしているのか。 

→基本的にどのような相談があっても対応しており、複雑化・複合化した

課題を抱えている市民から相談があれば、福祉課の地域共生担当が対応

している。福祉課が取り扱う案件以外の内容は、担当の支援機関に繋げ

ている。時には、現場で対応している地域包括支援センターが相談を受

ける場合もある。 

〇相談案件に対して、横のつながりの連携はあるのか。 

→相談案件も地域包括支援センターや近隣住民の方から繋がる場合があ

る。案件は必ず横のつながりである支援機関へつないだり、福祉課だけ

で対処できない問題は、関係機関を集めて協議したのち、支援機関へ繋

げる場合がある。 

〇地域づくりとは、どのようなイメージか。 

→地域づくりにおいて、一番大切なのは地域住民が様々な課題を我がこと

とする意識の醸成と考える。地域の福祉課題を関係者が共有する場、問題



解決のため協議・検討する場づくりが必要となる。支部社会福祉協議会や

自治会・町内会、住民組織の団体等の住民主体と行政の共生担当、各担当

課、社会福祉協議会等の各関係機関が連携・協働し、機能している姿が地

域づくりのイメージと考える。 

〇福祉計画に防犯、防災分野が入っている理由は。 

 →基本施策の９の「安全・安心に暮らせる地域づくり」にあるように、安

全・安心に暮らせるまちにするために、地域福祉計画では再犯防止制度

や消費者保護などを盛り込み、実現させようと考えている。 

〇住まいや就労の支援が取り組みに入っているが、地域包括支援センターで

も高齢者の住み替え物件を紹介して欲しいという相談を受ける。不動産業

ではないため、詳細な情報は持っていないが、地域福祉計画ではそのよう

な内容も検討しているのか。 

→居住問題に関して、様々なセーフティネット活用できるよう、また認知

の方等には成年後見制度に繋げられるよう計画に落とし込んでいきたい

と考えている。相談案件に関して、福祉課の方にも情報提供いただきた

い。 

 

（決定事項） 

議事（１）（２）のとおり、承認された。 

 

配 

布 

資 

料 

 

・次第 

・配席図 

・【資料１-１】ウェブアンケートの集計結果について 

・【資料１-２】鴻巣市地域福祉アンケート報告書（速報） 

・【資料２】第４次鴻巣市地域福祉計画・地域福祉活動計画 骨子（案） 

注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

 場合は、別紙に記入するものとする。 


